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生体関連化合物の多くは、L 型アミノ酸や D 型糖類に見られるように、存在し得る

一対の鏡像異性体のうち、ほぼ一方から構成されている。この不斉の起源と増幅過程は、

生命の起源と密接に関わる長年の謎である。一方で、ストレッカー合成はアミノ酸の非

生物的生成経路の一つとして考えられてきた。 
我々は、アキラルな三成分（HCN、アルデヒド、アミン）によるストレッカー合成の

結果、アミノニトリルが鏡像体過剰率をもって自発的に析出することを報告した[1]。さ

らに、固体アミノニトリルの顕著な不斉増幅と組み合わせることにより、アミノ酸が自

らの合成中間体を不斉誘導する「不斉自己複製プロセス」を見出し報告した[2]。また、

アキラル中間体イミンの二次元的分子配向[3]や、キラル結晶化を起源とする不斉シアニ

ド付加反応を明らかにし[4]、水素同位体置換キラルアミン[5]やシアノヒドリンが形成す

るクリプトラセメート[6]を利用した不斉ストレッカー合成についても報告している。 
このように、ストレッカー型合成過程の内部に不斉の起源を見出す一連の研究を踏

まえ、本発表では、円偏光など外的な物理的キラル要因を起源とするストレッカー合成

について議論する。円偏光やキラル結晶化現象は不斉の起源の一つと考えられており、

これらに基づく高エナンチオ選択的アミノ酸合成は、ホモキラリティの起源研究として

の意義をもつ。 
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